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経済  

，P企業経営   

さまざまな分野で経済構造の変化が進んで  

います。経済構造が変化すれば企業経営は変  

革を迫られますが、その道の関係もあるのが  

難しいところです。 

ってくると、経済構造も少なからず影響を受  

けることになり草す。当たり前に聞こえるか  

もしれませんが、マクロ経済とミクロ経済は  

相互に影響し合う関係にあります。   

lr  
ア．タロ∴と享クロがうまくかみ合えば力強い  

経済発展がもたらされますが、90年代以降の  

日本経済を振り返ると、双方が悪い方向に影  

響し合う悪循環パターンが目立っていたよう  

に思います。デフレはその代表です。低成長  

が当たり前となり、かつてのようなインフレ  

圧力は見られなくなりました。   

むしろ、アジア諸国の追い上げによる安値  

品の流入や、恒常的な技術進歩、不良債権に  

足か早された畢気のもた？きなどを背景に、  

デフレ圧力がかかりがちな経済構造になりま  

した。これを受けて、各企業は従来以上のコ  

スト削減や価格引き下げで対抗しようと努め、  

結果的に一段とデフレ圧力が強まった面があ  

ります。   

産業空洞イヒも似た構造にあります。為替リ  

スクやナジアとの競合、蛮易摩擦などをにら  

んで、個別企業の立場からは海外への生産シ  

フトが理にかなっていました。しかし、それ  

によって日本経済の成長力は低下し、ますま  
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とって極めて重要な構造変化です。しかし、  る方針にめどがたったとの声も聞かれます。  

ご押こりいて奉、わが国瀞肇琴寒率監禁準拳、・ユト」瀦漠一，神祭タロが相互依存している構図にあ  

溺フもさせたことにより・、現地の経済が活性  
【一－1一ヽ－TJ 化し、技術進歩が促されて√きた面が泉v、にあ  

る以上、・レさらたん潮目が変化する●と流れか逆  

転する可能性もありせすdこめあたりの見通  

㈹嘉・ぎこあですd 
慕タロ双方向型の変化に対し、ど  

き 諷ば→方通行蘭な構造変化もあり  

車高齢化め進展や、政府の経済政  

れに近いかもしれません。企業は  

鼓しそ、、ほとんど受け身や対処せ  

増持分があります。一しかし、’双方  

向塑の構造変化紘比べ濁と・、いづたん方向性  

が見えれば、実は不透明感は相対的に弱いと 

もいえますd 

あるケースが少なく   

減ら甘る政論L くフ   
さて、このところ、極め．て微妙にですが潮  

目の変化の兆しが感じられます。例えば、デ  

フレにういては、これまでのようにひたすら  

値下げで対応するのではなく、付加価値を高  

人口構造の変化はある程度先まで見えてい  

ますし、政策の方向性なども政治家や政府が  

腹をくくれば、不透明性は相当、低下させる  

ことができます。しかし、わが国政府の政策  

運営を見ていると、自らが不透明性を高めて  

いる面が多々あります。特に「構造改革」に  

ついては、議論は大いに尽くすべきですが、  

それ自体が長期間にわたり不透明要素となる  

ので、続けることは望ましくありません。道  

路行政1つをとってもそうですが、今後の政  

策運営の中身によって、関連する企業のとる  

べき経営内容は変わってきます。  

「政策リスク」という言葉があります。状況  

に応じた臨機応変な政策対応は必要ですが、  

議論の迷走によって、単なるリスクとなるこ  

とは避けてほしいものです。政策リスクは減  

らせるリスクなのです。  
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